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『散文トリスタン』における回顧的物語の構造化の一側面

嶋　崎　陽　一

　フランスでは十三世紀初頭から始まった散文形式による騎士道物語，特にその中でもアーサー

王関係の文学作品の流れにおいて，『散文ランスロ』（以下ｒランスロ』と略す）とその続編となる

『聖杯の探索』，『アーサー王の死』が最初の大きな達成の一つとなったということは，今日では

まず疑いようのないことであると思われる。これはまず内容的には，十二世紀にクレチアン ・

ド・ トロアによってアーサー王文学に導入された聖杯というモチーフと ，アーサー王宮廷の盛衰

との有機的な統合ということなどが挙げられるが，それ以上に注目に値するのは，これらの作品 ，

なかでも『ランスロ』が見せる，形式，構造面での達成である。クレチアンによって物語作品の

構成に導入され，以後の物語作品において，多かれ少なかれ意識的に活用されてきたいくつかの

文学的技法が，『ランスロ』では，形式的に非常に整理され，かつシステマチ ックに用いられる

ことで，一つの規範ともいうべきかたちを獲得することになる 。

　この『ランスロ』の直後に書かれた，同じ十三世紀の長大な散文物語『散文トリスタン』（以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
下ｒトリスタン』と略す）については，近年のｖａｎ　Ｃｏｏ１ｐｕｔの研究以来，現代のわれわれの目から

見て，一見非常に冗長かつ乱雑なそのテクストが，書法，思想ともに『ランスロ』の影響を大き

く受けたうえで，ときにそこで打ち立てられた規範に追随し，またときに反発しながら，どれほ

どの綿密な意図をもって構成されているか，ということが問題とされるようになった。本論文で

は， 筆者が今まで『ランスロ』について検討してきた問題の一つを『トリスタン』について考え ，

『トリスタン』の書法の一側面の整理を試みたい。検討するテクストとしては，Ｄｒｏｚ 版『トリス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
タン』のうち，第２巻と第３巻を題材とする 。

　『ランスロ』において確立した物語書法として，　般にｒ回顧的物語」ｒ６ｃ１ｔ　ｒ６ｔｒｏｓｐｅｃｔ１ｆと呼

ばれる技法がある。この回顧的物語の形式について，Ａ　Ｍ１ｃｈａ は次のように言っている 。「もっ

ともよく見られる典型的な図式は，試練，救助，解放，決闘といった行動に，解放，救済した者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
に問いかけられた人物による状況説明が続く ，というものである。」ある出来事が起こったとき

に， あるいは由来ある何ものか，状況かに出会ったときに，それに対する説明がときに作中人物

から，またときには物語の語り手から与えられるというかたちで，物語の現在時から一歩後退し

た過去の出来事が，ひとつの独立したエピソードとして挿入されるのが回顧的物語で，『ランス

ロ』ではこの技法をシステマチックに採用していて，作品の随所にこの形をもって挿入されるエ

ピソードが見られる 。

　『ランスロ』では，この回顧的物語の形式を構造化するための書法も ，やはりシステマチソク

に整理されたものとなっている。特に回顧的物語を導入するためのティスクールは，その形式的

　　　　　　　　　　　４）
な構造が明瞭にみてとれる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０４）
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　伯がどのような人々によってこれほど打ち負かされたのか［盾持ちの小姓に１訊ねると ，

彼は，命ばかりは助けてくれるなら，それを言ってお聞かせしましょうと言った。伯は約束

し， 小姓は言った。「殿，真実のところ，カプリオンの奥方が長いことお会いしておられな

かった従兄弟である王のもとにお会いに，ロンドンに行こうとなさいました。そのとき起こ

ったことですが，私たちはこの荒れ地で二十人もの武装した騎士に出会い，言葉をかけ合う

こともなくお互いに行き過ぎようとしました 。［……
１」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｌ伽６３Ｚｏ¢，ＸＶＩ，２ －３； 強調は筆者）

　ここで挙げた例は，もっとも典型的なものであるが，物語の現在時から回顧謂への移行は，ま

ず語りのレベルの移行を示すフレーズ，次に過去の状況についてのディスクールｄｉｓｃｏｕｒｓ
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ｃ１ｒｃｏｎｓｔａｎｃ１ｅ１，それから過去の事件や出来事を語るティスクールｄ１ｓｃｏｕｒｓ　ｅｖ６ｎｅｍｅｎｔ１ｅ１という ，

三つの段階を踏んで行われ，それぞれは固有の機能を担った定型表現によって明瞭に構造化され

ている。語りのレベルの移行を示すのは ，Ｃｉ１ｄｉＳｔ　ｑｕ’ｉ１１ｉ　ｄｉｒａ「彼はそれを言って聞かせようと

言った」といった，ｄ１ｒｅ，０１ｒ なとの発話 ｅｎｏｎｃ１ａｔ１ｏｎ に関係する動詞を含むフレースである 。過

去の状況についてのディスクールの開始を示すのはｉ１ｆｕ　ｖｏｉｒｓ　ｑｕｅ という表現とそのヴ ァリェー

ションで，「真実のところ」と ，これから語られる物語の真実であることを保証する，あるいは

保証すると主張するための表現がもちいられる。そして最後に，過去の事件を語るディスクール

が， ｉ１ａＶｉｎｔｑｕｅ「そのとき起こったことだが」ないし時問的要素をもつ節，句などで導入され

る。

　こうして語り始められる回顧言寧二のエピソードは，『ランスロ』においては，導入される契機と

なった質問，話題についての説明が終わった時点で終了し，過去への移行が始まった時間へと回

帰する。その回帰の部分は，回顧言軍の開始部分ほとではないが，やはりある程度定型化された表

現で示される 。
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　「このようにしてわれらは，あるいは死に，あるいは大けがを負いましたが，奥方がどう

なさったのか私は存じ上げません。奥方は手の者が大敗したのをみるや，森の中へと入って

お行きになったものですから 。」

　その言葉が終わったところで，茂みの中から娘が一人とびだしてくるのが見えた 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｌ伽６３１ｏ之，ＸＶＩ，５）
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　ここでは，問われた質問ｄｅ　ｑｕｅ１ｇｅｎｔ　ｃｅ１ｅ　ｄｅｓｃｏｎ丘ｔｕｒｅ　ａｖ０１ｔ　ｅｓｔ６「どのような人々によって

これほど打ち負かされたのか」に対する答えのまとめとしておかれた ｅｍｓｍｔ　 ｆｕｒｅｎｔ　ｔｕ１ｔ１１ｎｏｓ －

ｔｒｅ　ｑｕｅ　ｍＯｒｔ　ｑｕｅ　ｎａＶ．６「このようにしてわれらは，あるいは死に，あるいは大けがを負いまし

た」が，語られた過去の挿話の終わりを示し，さらに ａ　ｃｅｓ　ｐａｒｏ１ｅｓ　ｒその言葉が終わったとこ

ろで」が話者の台詞から地の分への以降を示している。この二つの役割は，ときにどちらかが省

略されることもあるが，とくに作中人物によっ て回顧的物語が導入された場合には多くの場合に

おいてこうした終結の形式がみられる 。

　『トリスタン』での回顧的物語導入の形式については，その特徴からいくつかに分類すること

ができる。まず第一に，『ランスロ』における定型をきちんと踏んでいるものだが ，
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　トリスタン殿は言った。「神に誓って，騎士殿，たいへんなことをお聞きしたものです 。

これほどの苦労をしてまで私にお会いになろうとなされたのはどうしてなのですか？」騎士

は言った。ｒお知りになりたいとのことですから，申し上げましょう 。お知りおき下さい ，

トリスタン殿，少し前のことですが，私はアーサー王の宮廷におりました。ついさきごろ王

は私を騎士に叙任して下さったのです。そうして私たち［騎士たち１は一緒に内外のさまざ

まな冒険について語り合い始めました。［……１」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔｒ畑伽，ｔ．ＩＩ，ｐｐ．８２－８３，§１４； 強調は筆者）

　ここでは，回顧言寧の開始が，先程述べた『ランスロ』の場合と同じ，あるいは類似した表現に

よって示されている 。まず発話に関する動詞を含む文ｊｅ　ｌｅ　ＶＯｕＳ　ｄ １ｒａ１ ｒあなたに申し上げまし

ょう」，それから ｏｒ　ｓａｃｉ６ｓ　ｋｅ「お知りおきください」という ，次にくる言説の真実性を保証し

ようとする表現，それからｔａｎｔ　ｑｕｅ，これは『ランスロ』でも見られる慣用句であるが，状況を

述べるディスクールから出来事を述べるディスクールヘの移行を標示する機能を担っている 。こ

うした明瞭な構造化の手法というのは，おそらく『ランスロ』の影響を大きく受けていると考え

てよかろう 。

　ところが，こうした明瞭な構造化への指向を見せるものとは別に，構造化の機能を担う表現を

含まないと思われる回顧的物語も ，『トリスタン』には数多く見られる 。
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〃３〃ｒ　Ｔブゴ並グｏ〃

　そのようにしてグヴェルナルは，その娘がよからぬ人物であると述べたのだが，それは真

実であった。彼女は実はモルガンの侍女の一人なのだ。モルガンはさきごろ陰謀を企てたの

である。それがどのようなものであったかを申し上げよう 。モルガンは疑いもなく ，トリス

タン殿が先日彼女の騎士たちに成したことで，たいへん怒り ，嘆き ，そのあまりに正気も失

わんばかりであった。彼女はその災厄をもたらした者がランスロであると堅く信じていた 。

トリスタン殿については，彼がコルヌアイユにいるものと信じていたために，疑ってもみな

かった。彼女は今度は騎士たちを三十四人招集し，最近建てたばかりの，美しく ，豪著で堅

牢な塔に彼らを集めた。その後モルガンは侍女を十人呼び，それぞれを国中に送りだした 。

トリスタン殿が三十人の騎士を打ち負かした日にどんな盾を持っていたかを聞いていたので ，

モルガンは出立しようとする侍女の一人ひとりにこう言った。「かれこれの盾を持っている

からすぐに見分けがつこうぞ。」そうして騎士たちから聞いた通りの盾の様子を侍女たちに

伝えて，続けた。「あの男を見つけた者は，かならず塔まで連れてくるのだ。こうこう言い

立てれば彼はついてくるであろう 。」どのようにすればよいのかも彼女は侍女たちに教えた 。

　今私があなたがたに語ったようにして，モルガンはトリスタン殿をつかまえる手はずを整

えたのであった 。

（Ｔブ肋 〃，
ｔ． ＩＩ

，ＰＰ
．１７８－１７９，§７２）

　これはモルガンが，自分の遣わした三十人の騎士たちを打ち負かしたトリスタンをランスロと

取り違える話だが，ここでは，語りのレベルの移行を示す，発話に関する動詞を含む文 ＶＯｕＳ

ｄｉ，ａｉ　ｑｕｅ１．ｅ１．ｅ．ｔｏｉｔ「（その裏切りというのが）どのようなものであったか申し上げよう」で過去

の物語が導入されるが，そのあとの第２ ，第３のステッ プを示す明確な表現は用いられていない

ようにみえる 。

　上の引用では，回顧的物語の語り手は作者だが，『ランスロ』においても ，登場人物ではなし

に物語の語り手自身が回顧的物語を語りだすときには，ある程度の構造化のルースさがみられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０７）
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ことがある。しかし，『トリスタン』では，同じように明確な構造化を欠いている例が，登場人

物が話者となった場合にも見受けられる
。
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　娘は言った。「殿，手短にお話いたしましょう 。こんなひどいことが起こったなんて，そのき

っかけとなった言葉に災いあれ。私はそのために裏切られ，死ぬような目にあったのですから 。

あなたがお知りになりたいことを，私はあなたに申し上げましょう 。

　あなたの目の前に死んで横たわっているこの騎士は，ひどく疲れたためにこの場所で馬を降り

たのでした・そうして私たち二人があそこにある木の下で休んでいると ，そのとき ，私たちのと

ころに武具でしっ かりと身を固めた騎士が一人やって来ました。その騎士はたった一人，奥方も

娘御も ，盾持ちも従者も連れずに私たちのところにやって来たのでした。彼は私たちにあいさつ

をした後で，今そこに横たわっている騎士にあなたは誰かと尋ねました。彼が自分はアーサー王

の配下であ って，妃グニエーヴルの騎士であると言いました。かの騎士は彼がグニエーヴル妃の

騎士であると聞くと ，こう言いました。ｒそなたはこの世でいちばん不実で，いちばん愚かな女

の騎士であるのだな。それなら今すぐ，彼女への仕返しにそなたに恥をかかせてやろう 。」それ

から彼は言いました。「馬に乗れ，それともそなたのように馬から降りて徒で戦おうか！」その

言葉を聞いてこの騎士は馬に乗り ，槍を合わせましたが，騎士はその決闘で殺されました。騎士
殿， 今お話したようにして，この殿方は命を落としたのでした。これこそがまさにその理由であ

って，私の言葉に嘘はありません 。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔ１榊伽，ｔ．ＩＩＩ，ＰＰ．２５２－２５３，§２１９－２２０）

　この回顧講の構造は，先の例とほぼ同じである 。回顧言軍の前後の，語りのレベルの移行を示す

フレースｊｅ１ｅ　ｖｏｕｓ　ｄ１ｒａ１ 「私はあなたに申し上げましょう」はあり ，ａｔａｎｔ　ｅｓ　ｖｏｕｓ（現代語の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０８）



　　　　　　　　　『散文トリスタン』における回顧的物語の構造化の一側面（嶋崎）　　　　　　　　 ５９

。。ｉ．ｉ，。。ｉ１。 に相当する）という表現も出来事のディスクールの開始を示すように解釈できるが ，

過去の状況を導入するフレーズ冒頭に，はっきりとしたマークとなるべき定型表現がなにも用い

られておらず，回顧言軍の冒頭の構造性はかなり希薄になっ ている 。

　さらに，『トリスタン』では，私たち現代の読み手からは容易に理解しにくいまでに構造化を

全く拒否されているのではないかと思える例もある。やはりトリスタンによってモルガンの配下

である三十人の騎士たちが打ち負かされた事件に関する回顧言寧だが ，
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　ブレユスはトリスタン殿が彼を撃つべく身を構えてやって来るのをみたとき ，盾を見てそ

れがコルヌアイユのものであることをみてとったので（前日に彼はモルカンのところにいて ，

歓待を受けたのだが　モルカンは最近我が身に起こった大きな災難と被害について語ったの

だっ た　ブレユスはその話を重く受けとめ，そんな不思議な話は今まで聞いたことがないと

言い　その被空をもたらした騎士がとんな盾を持っていたのか尋ねた。モルカンは近くで目

撃した騎士たちから聞いた通りのことを述べた。前日にフレユスがモルカンの館で聞いた話

から　彼はトリスタンの盾を見るやいなや，それを認めたのだ った），それで彼は，トリス

タンが近づいてくるのをみて，騎士が十人襲いかかってくるのより以上に恐れおののいたの

だった 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔブゴ吻・，ｔ．ＩＩ，Ｐ．２１１，§９１）

　ここでは，本文の校訂者によってカノコにくくられた部分が，短いながら回顧的物語となって

いる。第２巻の校訂を行ったＭａｒ１ｅ－Ｌｕｃｅ　Ｃｈ６ｎｅｒ１ｅ，Ｔｈ
１ｅｒｒｙ　Ｄｅｌｃｏｕｒｔらはこの部分について

，

ｒこの長い挿入は ，［…… １少なくとも重い。作者が物語の欠落に気づくのが遅すぎたせいではな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
いか，また，写本を読む者の熟達度に期待しているのではないか」と述べている。しかしながら ，

まとまった形の回顧的物語に隈らず，『トリスタン』では，物語の現在時が，あるいは過去への

短い言及，あるいは未来の，来たるべき結末の先取り ，あるいは視点を微妙にずらした同一状況

の反復などといった作者の介入によって，常に不安定な，流動的なものとして実現されている 。

こうした文体は，今日われわれカ、憤１れ親しんでいる物語の語り方を基準として，冗長であるとか ，

未整理であるとかいう評によって，否定的に語られがちだが，こうしたいわゆる「冗長さ」も ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０９）
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作品中ないし複数の写本中でシステマチックに見いだすことができる限りにおいては，意図的な

ものとして積極的に評価する必要があるのではないだろうか。上の引用個所についても ，必ずし

も作品構成上の欠陥，作者の手落ちとして否定する必要もないように思われる 。『トリスタン』

の書き手は，『ランスロ』において打ち出された回顧的物語の構造化の手法にたいし，反省，批

評を加えたうえで，あえて異なる形式化，あるいは形式化からの脱却を目指している，というふ

うに評価することも可能だろう 。

　　『ランスロ』における回顧的物語の手法との大きな違いとしては，他にもいくつかの点が挙げ

られるが，ここでは，そのうちもつとも『ランスロ』との差異が著しいものを紹介する。これは ，

『ランスロ』には決してみられなかった形式だが，語りのレベルが，一気に過去のエピソードの

発端に移行するのではなく ，段階的に過去へと遡行していくものである 。
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１．

　［ランスロは１そのとき森の中からひどく考え込みながらや って来た。盾持ちたちを先に

歩かせ，その後から道中ずつと考え込みながらやって来たので，彼を見た者がいたなら ，彼

はたいへん悲しんでいるのだと考えたことだろう 。彼がそんなにも考え込んでるのは何事か

とお訊きになる方がいれば，私は彼がその後で他の人々に言ったのと同じことを申し上げよ

う。 彼はトリスタン殿のことを考えていたのだった 。｛１、というのも ，つい先ほと ，トリスタ

ン殿と三十人の騎士の戦いを見，三十人の騎士たちがかの二人［トリスタンとその友人ディ

ナダン１によって打ち負かされ，十人もが死ぬなり重傷を負うなりしてその場に残された次

第を目撃した娘と別れてきたばかりだったのだ 。
１２）

娘はそうした次第を全て起こったままにはっきりと目撃し，ランスロと出会ったとき ，

彼女はその出来事にすっかり驚いたまま立ち去ろうとしていたのだ った。というのも ，彼女

にはその出来事がたいへん不思議なことに思えたのだったから。ランスロはそのことを考え

ながら道を行く娘に出会ったとき ，あいさつをして彼女を止めた。娘はたいへん優雅にあい

さつを返した。ランスロは言った。「娘御よ ，どちらからいらしたのですか？神があなたに

幸運をお与えになられるなら，何か私たちにお話しになることがあるのではありませんか？

何かありましたら，お話し下さい。」娘は言った。「神のご加護あれ，騎士殿，私はとても不

思議な　今まで生きてきたなかで一度も聞いたことも見たこともないようなとても変わ った ，

とてもすさまじい話を知っております。」ランスロは言った。ｒああ，娘御よ ，それほど変わ

った話をご存知なら，お話し下さいませんか。そのご好意に報いられるよう ，できる限りの

お礼をいたしますから 。」彼女は言った。「騎士殿，あなたはどなたですか？この話をそれほ

どお聞きになりたいなんて。」彼は言った。ｒ娘御よ，私はどうということのない一介の騎士

です。ローグルの国でも ，他の土地でもあちこちに騎士としての名声をとどろかすほどの武

（６１１）
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　勲を挙げてはおりません。しかし，私の貧しい巧妙などお忘れになって　あなたの気品にふ

さわしいように，それほど変わって，不思議だったというお話について本当のところを私に

お話し下さい。」彼女は言った。「よろこんで。あなたがそれほどお聞きになりたいのでした

五（３）お知りおき下さい，私があの森を通ろうとしておりますと ，谷間で貴方もご覧になっ

たことがないような不思議な戦いがありました。といいますのも ，三十人を相手に二人の騎

士が戦っていたのです。その戦いの果てには，二人の騎士が三十人を力で圧倒してしまいま

した。彼らは逃げ出さなかったならば，皆その場で討ち死にしてしまったことでしょう 。私

がこれほど奇妙で，不思議で，すこい出来事は見たことがないと申し上げた，これがその次

第でございます。」ランスロは言った。ｒそれではお っしゃって下さい。かように三十人を打

ち破った二人の騎士が誰であったか，あなたはご存知ですか？」娘は言った。「神のご加護

あれ，殿よ ，私はその方々を存じ上げません。ただ申せますのは，お二方のうちのお一人は

見たことがないほどのお力をお持ちという訳ではございませんでした。しかしもうお一人は

たいへんすばらしい，勇敢で，大胆で，猛々しいお方で，私が今までお目にかかった方々の

中では，もっとも優れた騎士であったと申し上げて問違いございません。かの方の武勇のす

ばらしかったことといったら！三十人もの騎士を打ち負かしたのはひとえにかの方のお力に

よるもので，もうおひとかだのご助力ゆえではこざいません。」（２）ランスロ殿は，今私がお

聞かせしたようにしてこの話を聞いたのち，娘と別れて，この出来事について深く考えなが

ら森を通っていたのであった。そうして私がお話ししたようにひたすら考え込みながら，戦

いが行われた谷の近くまでやって来ると ，彼らが来るのを見た仲問たち［アーサー王宮廷か

らの四人の騎士１は彼が来るのをみて，お互いに言い合った［……１。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔｌブ肋・，ｔ．ＩＩ，ＰＰ．１５０－１５２，§５４
－５５）

　これはトリスタンがディナダンとともにモルガンの遣わした三十人の騎士を打ち負かした話を

ランスロが知る場面であるが，引用中点線であらわした（１）の時間　　これはランスロが’晴報をも

たらした娘とすでに別れた時点にかかわる　　から ，下線であらわした（２）の時間　　これは娘と

ランスロが出会った時間である　　，さらに太下線であらわした（３）の時間　　これが娘の目撃し

たトリスタンの闘いの物語となる　　へと時間が次第に過去へさかのぼっていくように書かれて

いる 。（３）の部分は，定型表現を用いた典型的な回顧的物語の形式を踏んでいるが，その前を行く

（１）から（２）への移行の部分は，一見見ただけではどのように時間が折り畳まれているのか，分かり

にくい形となっている 。
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　そのようにして，グヴェルナルが［モルガンの侍女に１ついていくべきではないと ，でき

る限りトリスタン殿に不服を示しながらも ，三人で馬を進めていくと ，偶然にも盾持ちを二

人連れただけで道を行くゴーヴ ァン殿に出会った 。

　ゴーヴ ァン殿はトリスタン殿に会ったとき ，体調が万全であるとはいえなかった。という

のも ，（１）つい先ほど，ノルガルから来た，たいへん武勇にひいでた騎士と一戦交わしたばか

りで，その騎士がたいへん勇敢で，優れた力を持っていたために，二人とも最後には疲労困

億のために休戦したのであった。どちらも相手を打ち負かすことはできずに別れることにな

った。ゴーヴァン殿はその戦いで多くの傷を受け，幸運にもひどい怪我こそはしなかったも

のの，ずいぶん多くの血を失ってしまった。そのためにトリスタン殿と出会っても ，これほ

どつらくてはと戦いを挑まなかったのだ。さらに申しあげると ，ゴーヴ ァン殿はモルガンの

館からまっすぐここまで来たのであった 。１２）前日彼はその館に泊まったのである。彼はそこ

でモルガンが，失った騎士たちのことをたいへん嘆き悲しみ，それは湖のランスロのせいだ

と言うのを聞いた。ゴーヴアン殿はどんな被害を受けたのかと尋ね，モルガンは三十人の騎

士と二人の騎士［トリスタンとディナダン１の戦いと ，それによって失ったものを一つ残ら

ず語って聞かせた。ゴーヴァン殿はその話を聞き ，それはすごい，実にめざましい，たいへ

んな武勇があったものだと言い，その戦いがあった日こ，ランスロがどのような盾を持って

いたのかと尋ねた。モルガンは騎士たちが語った通りを彼に述べた［……１。

（伽・伽，ｔ
．ＩＩ
，ＰＰ
，１７９ －１８０，§７２－ ７３）

　これはやはり同じトリスタンの武勇について，ゴーヴァンがモルガンから聞かされるエピソー

ドを語っているが，ここでもやはり ，ゴーヴァンがトリスタンと出会う直前のある騎士との出会

いを語る（１）の部分から，その前の日の出来事としてモルカンとの会話を再現する（２）の部分へと ，

時問が遡行するように書かれている。その上，（２）の部分では，この後，さらに過去にさかのぼっ
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て， トリスタンの闘いのありさまについての言及があるので，実際にはもう１段階，過去への遡

及がなされていると考えることができる 。

　こうした時間の遡行は，ここに挙げた二例を含めて，Ｄｒｏｚ 版第２ ，３巻に三例みられる 。こう

した回顧的物語の手法は，おそらく『トリスタン』での革新だろう 。『ランスロ』においては ，

回顧的物語は分厚い地層の堆積を一層丸ことはがしたところにどっしりとした姿を現す，という

印象を与えるが，上にみたような『トリスタン』での時間の遡行，一挙に発端まで戻ることをせ

ずに，少しづつ時問軸をずらしていきながら過去へと戻るという手法は，軟体動物のように不安

定で，常にいくつもの時空の間を行ったり来たりしてやまないこの作品のディスクールにはより

ふさわしいともいえる 。

　Ｅ　Ｂａｕｍｇａｒｔｎｅｒの《Ｊｏｓｅｐｈ　ｄ’Ａｒ１ｍａｔｈ１ｅ　ｄａｎｓ１ｅ　Ｌ伽６６Ｚｏ～〃 〃０３６》によれは，『ランスロ』

の物語は，アリマタヤのヨセフと聖杯という時間の発端と ，聖杯の消失およびアーサー王宮廷の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
崩壊という時間の終端の間にある中問の時間の表現であった。そのかぎりにおいて，潜在する発

端から終端へとつながる直線的な時間の流れを保証するために，傍系の時間，傍系の空聞の体系

的な管理が物語の構成に必要とされ，それが例えば回顧的物語をはじめとする，物語内の時空間

構成に関わるいくつかの書法の定式化に通じたと考えることができる 。それにたいし『トリスタ

ン』の物語が扱っているのは，そうした時間の流れの潜在的な重層性をもたない，つまり物語の

発端がまさしく時間の始点であり ，物語の結末がこれもまた正確に時間の終点である世界である 。

『トリスタン』における，時問の遡行の定式化への抵抗，あるいは，Ｐｈ１１１ｐｐｅ　Ｍ６ｎａ．ｄが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）《Ｃｈａｐ１ｔｒｅｓ　ｅｔ　ｅｎｔｒｅ１ａｃｅｍｅｎｔｓ　ｄａｎｓ１ｅ　Ｔ閉〃〃６〃 か０５３》のなかで指摘したような，目くらまし

的な章立て，交錯技法の使用法，さらには，先に述べたよりミクロのレベルでの物語の時間や視

点の揺らぎ，こうしたものは，決して作者の技量が不足しているからではなく ，むしろあふれす

ぎるぐらいの作者の創意が，『ランスロ』におけるようなバックボーンの欠如から，物語の構造

についてのより自由な扱いを発想し，また可能にした，と考えることもできるだろう 。

　（本論文は，国際アーサー王学会日本支部１９９７年度総会における口頭発表原稿の一部を改稿したものであ

る。）
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